
 (仮称)相模原市市民の森基本計画 

多様な主体で育む交流発展型市民の森の創出 
～未来に向けて、みんなでつくり育てる、市民の森～ 

概要版 

相模原市 



目次

１．基本計画の策定における基本的な考え方                                   １ 

２．基本計画                                   ４ 

 ２－１ 基本方針                                   ４ 

 ２－２ 計画の内容                                   ５ 

３．管理運営の考え方                                   １２ 

 ３－１ 管理運営の基本方針                                   １２ 

 ３－２ マネジメントの内容                                   １３ 

４．将来に向けた整備の考え方                                   １５



(仮称)相模原市市民の森基本計画

1 

１．基本計画の策定における基本的な考え方

本市は、平成１８年から平成１９年にかけての津久井町、相模湖町、城山町及び藤野町との合併に

より、市域の約５８％に当たる約１万９，０００ha を森林が占める豊かな自然と都市機能を併せ持つ

新しい都市となりました。

これを受けて、本市では森林の持つ公益的機能に対する理解を促進し、市民全体で支える森林整備

体制を構築する必要性があることを踏まえ、平成２３年３月に、さがみはら森林ビジョンを策定しま

した。この森林ビジョンの基本施策の１つとして、市民が森林と触れ合う機会を創出するための「市

民の森」の整備を検討することになり、平成２６年８月に、(仮称)相模原市市民の森基本構想(以下

「基本構想」といいます。)を策定し、石老山を含む市有林を中心とするエリアを検討の対象地とし

ました。

【市民の森の目的】

市民をはじめとした多くの人に津久井地域の豊かな自然に触れる機会を提供するとともに、水源地

域の森林を守り、育てる体験を通じて自然環境に対する意識の醸成や林業の普及啓発を図ります。

多様な主体で育む交流発展型市民の森の創出 

※このテーマには、次のようなイメージが込められています 

未来に向けて、みんなでつくり育てる、市民の森

図１－１ 基本構想に示された基本方針とテーマ 
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基本構想では、本市における「市民の森」の事業推進の基本的な考え方を、市民参加を原則とし、

段階的な整備により進めることとしています。基本計画では、第１段階の整備について具体化するこ

とを目的とし、森林管理体験ゾーン及び散策・ウォーキングゾーンの整備について検討します。

図１－２ 基本構想に示された段階整備の考え方と基本計画で具体化する範囲 



(仮
称
)相
模
原
市
市
民
の
森
基
本
計
画3
 

図１－３ 基本構想に示されたゾーニング図  
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２．基本計画

２－１ 基本方針

（１）整備の基本方針 

基本構想に示された考え方に基づき、基本計画の基本方針を次のとおりとします。 

（２）整備の枠組み 

図２－１ 整備の基本方針 

  基本方針を踏まえ、基本計画において

は、次図に示す枠組みで、ソフト整備を

優先させて段階的に整備を展開しま 

す。

  ソフト整備は、地域のＮＰＯ等の活動 

団体の参加や民間のノウハウの活用を

円滑にするためのプラットフォーム整

備(組織体制づくり)を図りながら、多様

なプログラムの展開を先行して行いま

す。

  ハード整備は、こうした活動に必要な 

空間の確保や林道の改良などの環境整

備に取り組みます。また、活動プログラ

ムの充実に伴い新設ルートや作業小屋

など活動をサポートする施設の段階的

な整備について、検討を行っていきま

す。

図２－２ 整備の枠組み 

① 多様な主体が多様な活動を展開するためのソフトの基盤を整備する

● ＮＰＯ等の活動団体により、森林体験活動等の多様な活動プログラムを展開する。

● 市民主体の管理運営を目指し、担い手が集まることができるプラットフォームを作る。

② 森林活動をサポートする施設を段階的に整備する

● 多様な主体による多様な活動をサポートする施設として、散策・ウォーキングルート、

森林管理体験ゾーン内への作業小屋とトイレ、山頂トイレ、管理棟等を段階的に整備す

る。

● 管理棟は、国県道からのアクセスや、水道・電気等の確保のほか、周辺の集客施設及び

観光資源、活動エリアとの連携等に配慮した配置とする。

③ 自然に配慮した施設整備をする

● 施設(作業小屋、管理棟等)の整備には、可能な限り地域材(津久井産材)を活用する。

● 自然に大きな影響を与えないように最小限の整備を段階的に行う。

● 環境衛生に配慮したトイレ及び付帯施設を主要な活動場所に整備する。
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２－２ 計画の内容

（１）全体計画 

基本計画を展開するゾーンは、下図のとおりです。また、ソフトの整備及び各ゾーンにおいて整

備が必要な施設は、次のとおりです。

○ ソフトの整備 

・市民参加プログラムの展開 

・担い手の確保・育成 

・管理運営への民間活用 

○ ハードの整備 

森林管理体験ゾーン 

(Ａ：森林管理体験エリア(関川林道奥)、Ｂ：森林管理体験エリア(関山林道奥)) 

・必要な施設 

作業小屋とトイレ 

散策･ウォーキングゾーン

(Ａ：関川コース、Ｂ：第一関山コース、第二関山コース、Ｃ：谷山コース)

 ・必要な施設

新設ルート

管理棟の整備

・必要な施設 

管理棟(配置候補エリアにおいて検討) 

図２－３ 基本計画図 
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（２）ソフトの整備 

ア 人材 

市民の森での活動に係る主体として、市、市民・地域団体、ＮＰＯ等、企業及び専門家が挙げ

られ、多様な主体で育む交流発展型を目指す市民の森では、多くの人材が各々の活動を連携して

行いながら常に新しいサービスを利用者に提供することが重要です。特に近年では高齢化が進ん

でいるため、若い世代を中心に人材育成に力を入れ、市民やＮＰＯ等をはじめとする諸団体が将

来にわたっていきいきと活動する舞台や契機となる仕組みを形成することが課題となります。 

イ フィールド 

市民の森の活動フィールドで特に各主体との連携が想定されるプログラムは、次のとおりです。

● 市民･地域団体との連携によるプログラム 

 環境学習、森林ボランティア養成プログラム 

● ＮＰＯ等との連携によるプログラム 

 林業体験、生き物観察会及び木工教室(クラフト) 

● 企業との連携によるプログラム 

企業の森、ハイキング、森林浴及び登山 

プログラムによっては、早期に実現可能なものとインストラクター等の専門家の募集後や団体

設立等段階的に着手が可能なものがあります。次の表では、活動に係る主体の中で、プログラム

に対して主体的に関わる団体とサポート的に関わる団体との関係性について示しております。

また、各プログラムを「育てる」「触れる」「学ぶ」「体を動かす」の４つのテーマで分類した

場合のプログラムは、図２－４のとおりです。

                実施主体 

 プログラム 
市 

市民・ 

地域団体 
ＮＰＯ等 企業 

早
期
に
着
手
が
可
能

ハイキング・森林浴   ○ ◎   

林業体験   ○ ◎   

環境学習   ○ ◎   

自然観察会   ○ ◎   

生き物観察会   ○ ◎   

ネイチャーガイド・ネイチャーゲーム   ○ ◎   

ウォークラリー   ○ ◎   

トレイルラン   ○ ◎   

段
階
的
に
着
手
が
可
能

ボランティア養成プログラム   ○ ◎   

天体観測   ○ ◎   

木工教室（クラフト）   ○ ◎   

アウトドアクッキング   ○ ◎   

林業まつり ○ ○ ◎   

企業の森 ○     ◎ 

表２－１ 想定されるプログラム(例) 

凡例：◎ 中心的役割 ○ サポート 
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図２－４ プログラム展開イメージ 
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（３）ハードの整備 

ア 作業小屋及びトイレの整備 

森林管理体験ゾーンでは、関川林道奥及び関山林道奥に作業小屋及びトイレの整備を検討しま

す。また、散策・ウォーキングゾーンでは、石老山山頂にトイレの整備を検討します。 

整備に当たっては、雨水や自然エネルギーを活用し、蒸発散式の土壌処理方式についても導入

を検討します。 

＜関川林道奥＞ 

＜関山林道奥＞ 

図２－５ 森林管理体験エリア＜Ａ＞（関川林道奥） 

図２－６ 森林管理体験エリア＜Ｂ＞（関山林道奥） 
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図２－７ トイレ処理方式の例示 

図２－８ 山頂トイレ配置案 

※現地の状況等により、今後修正することがあります。
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イ 新設のルート 

市民の森では、既存の登山・ハイキングルートの他に、森林管理体験エリアの拠点性を高め、

石老山山頂へのアクセス等を踏まえた、２つの新しい散策路と回遊性を高めるための散策路を整

備します。 

図２－９ 新設の散策路配置図 

至石老山山頂方面 
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ウ 管理棟 

市民の森への来訪客を迎え、管理運営を行うための施設として必要となる機能を踏まえ、次の

考え方に基づいて管理棟を整備します。また、必要となる機能及び考え方に基づいた施設機能ゾ

ーニングについては、下図のとおりです。 

● 建物の構造の考え方 

津久井産材を活用した木造建築

● 機能配置の考え方 

・市民の森活動参加者の受付及び登 

録、活動プログラム作成、精算等の

事務を行う執務スペースを入口付近

に受付カウンターと共に配置等

● バリアフリーへの対応 

・身体障害者や高齢者などの利用を考

慮したみんなのトイレの配置等

図２－１１ 施設機能ゾーニング図 

図２－１０ 管理棟配置候補エリア 

【管理棟に求められる機能】 

①管理者が作業できること 

②管理者の管理の拠点となること 

③市民の森の利用者の受付ができる

こと 

④座学や作業等が行えること 

⑤利用者が休憩・給水できること 

⑥怪我人・病人が出た際に対処でき

ること 

⑦トイレ・手洗いなどができること 

⑧必要な機材を収納できること 
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３．管理運営の考え方

３－１ 管理運営の基本方針 

（１）管理運営の方法と内容 

市民の森では、民間事業者のノウハウを活かした管理運営を基本的な考え方として、段階的な整

備に応じた管理運営の在り方を採用することとします。具体的な管理運営業務の内容は、次のとお

りです。

（２）管理運営の体制と方針 

市民の森の管理運営は、将来的には指定管理者制度の導入等(運営事業者への管理委託)を想定し

ますが、管理運営に当たっては、市民の森連絡会(以下「連絡会」といいます。)を設け、関係する

団体等との情報共有及び連携を図り、最善の管理運営を行うことを目指します。

連絡会に求められる要件 

● 多様な主体を巻き込むマネジメント能力 

● 多様な主体をまとめ上げるリーダーシップ 

● 市が保有する権能の一部委譲を受けるに足る責任、信用及び能力 

図３－１ 管理運営体制のイメージ 

● 市民の森における管理運営の内容

・管理棟や作業小屋、トイレ等の市民の森の付帯施設の維持管理

・市民の森におけるプログラム活動の情報発信や参加の受付

・活動プログラムの調整

・樹木及び植物の維持管理

・施設の清掃

・間伐体験や木材製品作成体験等の自主事業の実施

・管理運営に関する市民意見の集約及び反映

・安全な救護体制の確保(警察・消防との連携を含む。)        等
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３－２ マネジメントの内容

（１）マネジメントの必要性 ＜人材・フィールド・情報・資金＞ 

市民の森の魅力を向上させ、多くの利用者を呼び込むためには、その“共感”を様々な主体と共

有していくためのマネジメントは欠かせません。次に示す「人材・フィールド・情報・資金」を重

要な経営資源の柱として認識し、市民の森の持続的なマネジメントに取り組みます。

持続可能な管理運営を目指し、人材・フィールド・情報・資金を循環させながら、開設当初は市

が主体的であるものの、将来的には運営事業者が主体となり、ＮＰＯ等や市民・地域団体と連携し

ながら管理運営を行うモデルを目指します。

（２）森林管理の地域循環型モデル 

市民の森での多様な活動の中で、重点を置いている「林業の再生」に当たっては林業の普及や地

域活性化の観点からも地産地消の地域循環型モデルの構築が必要です。市民の森において、津久井

産材の紹介及び活用を積極的に行うことによって、市民の森で生産された木材が地域の資源として

認知及び活用され、市民の森や津久井産材の価値をより高めていきます。 

   市民の森における森林管理の循環の中で、森林整備によって生じる間伐材、又は主伐した木材

を活用し、フィールドにおける新規ルートの整備、活動プログラムの木工教室の材料等に役立てます。

  また、間伐材や主伐した木材を活用し、建築用材、木製製品等の市民の森以外での利用のほか、

木材チップ化等によるバイオマス燃料への活用も図っていきます。

● 市民の森における「人材・フィールド・情報・資金」の内容(例示)

・人   材：市、市民・地域団体、ＮＰＯ等、運営事業者、林業系団体、企業、専門家

・フィールド：管理棟、作業小屋、トイレ、森林管理体験ゾーン

・情   報：サイン・看板、パンフレット、Ｗｅｂサイト、市民の森ルール、利用者の意見

・資   金：維持管理費、占有料・使用料、参加費、事業協賛金、募金、基金、森林環境

税

図３－２ 市民の森における木材の利用イメージ 
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図３－３ 基本計画に示す整備内容のイメージ 
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４．将来に向けた整備の考え方

（１）段階的な整備の充実 

 ○ 基本計画に基づく整備が行われた後は、活動プログラムの拡充、活動エリアの拡大等について

検討を行い、利用客の更なる受入れを目指します。

・森林管理体験ゾーンでの活動プログラムについては、ＮＰＯ等が中心となって、林業の担い手

の育成につながるイメージのもと、子どもから大人までが習熟度に応じた林業体験ができるよ

うな活動メニューを提供していきます。

  ・その後、ふれあいゾーン及び環境教育ゾーンへの拡大によるレクリエーションや環境教育の充

実を図ることについて、検討を行います。また、市民の森エリア以外で活動しているＮＰＯ等

と協力・連携した活動にも取り組みます。

 ○ 将来に向けて、合理的かつ持続的な管理運営を行うため、設備の充実について検討していきま

す。

（２）段階的な成長を支える基盤の整備 

  ○ 市民の森では、段階的な整備を進めながら、市民・地域団体、ＮＰＯ等及び企業による協働の

場づくりを目指します。そして、市民の森が市民やＮＰＯ等にとって、将来にわたりいきいきと

活動できる自然豊かな舞台となり、また、こうした活動への参加の契機となるような仕組みを形

成し、その主体的な参加を通じて、市民の森の段階的な発展を図ります。

  ○ 市民の森周辺に立地する様々なノウハウを持つ民間事業者、民間施設等との多様なネットワー

クを構築し、市民の森の新たな魅力の創出を図っていきます。
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